
　ご機嫌よろしゅうございます。このたび八
王子市夢美術館での催事「蓄音器の宵」にて、
“レコード・ガール”を務めます、淺井カヨと申
します。
　当日使用の卓上蓄音器は、手廻しで電気を
一切使わない昭和初期の機種で、当時のSP
レコードをお掛けいたします。片面を掛ける
たびに、毎回、鉄針を交換してハンドルを廻
します。ものの数分で1曲が終わってしまいま
すが、丁寧に手間を掛けて聴くことに蓄音器
の醍醐味があると感じて居ります。現在では
オンライン上で曲をダウンロードして、簡単
に音源を購入出来る時代となりましたが、あ
えてこの古

いにしえ
のSPレコードを聴くことに、当時

をリアルタイムでは知らない私が“懐かしきも
の”ではなく“新しきもの”として、いつしか夢
中になってしまいました。当時の音源を求め
て、骨董市や古道具屋、レコード専門店など
で、少しずつSPレコードを集めました。最初
は、個人で鑑賞を楽しんで居りましたが、好
きが高じて西荻窪の飲食店にて、蓄音器の催
事を昨年迄に全１０回開催いたしました。手
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ション雑誌、とくに1910 ～ 20年代のポショワー
ル印刷の高級モード誌をコレクションしている。

廻しの蓄音器で初めてSPレコードを聴いた方
が多く、その魅力にとりつかれる方が続々と
誕生されました。今回の催事では、特別展に
合わせました大正・昭和の唱歌や流行歌など
の選りすぐりの美しい音楽をお楽しみ頂きま
す。また、当時の衣装に身を包んだ“レコード・
ガール”がお聴かせいたします。
　SPレコードが懐かしいと感じるご年配の
方々からは、ぜひ当時のお話を聞かせて頂き
たく存じます。当時を知らない世代の方々に
は、大正、昭和の文化を生で体感することに
よって、興味を持って頂くことを願ってやみま
せん。私は“モダンガール”とその時代を常日
頃から追いかけて居りまして、一職業婦人と
して生涯をかけて大正・昭和初期の古き良き
文化を研究、実践、発信していくことに命を
削る覚悟で邁進する次第です。これまでに、
大正・昭和初期に関する催事への出演、企画
などを積極的に行って参りました。大正ロマ
ン・昭和モダンの溢れる会場にて、皆様とお
目にかかれますことを心より楽しみにいたし
て居ります。

のファッションを再現するような企画を手がけ、1980年
代のレトロ･ブームの先端を担う。グラフィック・デザイ
ナーとして1984年から雑誌『月光』にて、高畠華宵のイ
ラストを表紙に用いるシリーズを展開。CASIOのリスト･
ウォッチ「データバンク」シリーズのネーミング、デザイ
ンを継続的に手がけ、2013年春にもオリジナル・デザイ

年に英国の50 ～ 70年代ストリート・ファッション･カル
チャー史『BIBA スウィンギン・ロンドン1965-1974』（ブ
ルース･インターアクションズ）を刊行。2008年には編
集･デザインをした世界の先端的ロゴ･デザイン集『LOGO 
MONDO』（グラフィック社）が国内だけでなく米国・欧
州・中国などで翻訳発売される。2009年には20代から
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